
No. 品 名 部 品 番 号 数 量 備 考
1ピンロックシート

　部品番号欄が空欄のものは、補修部品の設定はありません。
①

取 付 方 法

構 成 部 品

保護フィルムは必ず全てはがしてからお使いください。保護フィルムが付いたまま使用すると、視界不良により思わぬ事故につなが
る恐れがあります。

警  告

注  意
片側のピンにピンロックシート①を差し込んで、シールドが平らになるように広げながら反対側のピンを差し込みます。シールド
を十分に平らにしないで取り付けると、ピンが破損する恐れがあります。

●

●

ピンロックシート①を取り外すときは、取り付けと逆の手順で取り外してください。
取り付けるときに、ピンロックシート①のシリコンシール面に手を触れないようにしてください。

要　　点

ヘルメットからシールドを取り外し、シールド内側の汚れを取ります。
ピンロックシート①の保護フィルムの両端を少しはがして、シリコンシールがシールドに密着するように取り付けます。

1.
2.

保護フィルムを全てはがして、ピンロックシート①のシリコンシールの全周がシールドと密着していることを確認してください。3.
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ピンロックシート
組付・取扱説明書

適応機種
YF-7, YF-8, YJ-15, YJ-19

取扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

正しい取扱方法や、作業上のポイントを示してあります。要　　点

注  意

取扱いを誤った場合、死亡または重傷及び傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。警  告
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保護フィルム



ピンロックシート①の取付位置は上下2種類（A、B）選べます。Aの位置でシールドを閉めたときに、ヘルメット側のフチゴムと
干渉する場合はＢの位置にセットしてください。

4.

ピンロックシート①がシールドに密着していない場合は、軸のセンターがオフセットしてあるピンを回転させることでシートの張
力を調整することができます。
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YF-7/YJ-15はピンの仕様上、張り調整はできません。
要　　点
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ピンロックシートは水分を吸収することで曇り止め効果を発揮しますが、使用条件によっては防曇効果が低下する事がありますの
で、その際は使用を中止して、ピンロックシートを十分に乾燥させてから使用してください。
長期間の使用により、シリコンシールが密着できなくなったり、防曇性能が低下したり、ピンロックシートに傷が付いてしまった場
合は新しい物と交換してください。

警  告

注  意
ピンロックシートを装着すると構造上、夜間走行時にライトが反射して見えたり、視界が通常のシールドと異なる場合がありますの
でご注意ください。
ピンロックシートはシールドとの間に密閉空間を作る事と、ピンロックシートの防曇加工により曇りを抑えますので、シールドに密
着して取り付けがされていないと十分な効果を発揮できない場合があります。
雨天走行時に使用する場合は水の浸入を防ぐ為、なるべくシールドは閉めて使用してください。
ピンロックシートは長時間装着したままにすると、シリコンシールがシールドに張り付く事がありますので、定期的に取り外して、
メンテナンスを行ってください。
ピンロックシートの表面は傷付きやすい為、取り扱いにはご注意ください。
メンテナンスの際はシールドから取り外し、水で薄めた中性洗剤で洗い、洗浄後は柔らかい布などで水分を拭き取ってから、十分に
自然乾燥させてください。
メンテナンスにガソリン、アルコール類、ガラスクリーナー、その他溶剤は使用しないでください。

取 扱 上 の ご 注 意

Pinlock® Original Insert Lensは、Pinlock® fog-free system社の登録商標です。


